
平成 18 年 2 月 28 日 

（独）日本学生支援機構 

 

吹き付けアスベスト等使用実態調査の結果及び対策 

 

機構所有の施設の吹き付けアスベスト等使用実態の調査結果及び今後の対策は、以

下のとおりです。 

 

１． 対象施設 

事務所、交流会館、宿舎等 計 21 施設（平成 8 年以前の竣工） 

 

２．調査対象建材 

（１） 吹き付け石綿等 

「吹き付けアスベスト」、「吹き付けロックウール」及び「吹き付けひる石（バーミ

キュライト）」等で１％を超える石綿を含有しているもの。 

（２） 折板裏打ち石綿断熱材 

鋼板製屋根用折板等に張り付けられた石綿を含有する製品。 

 

３．調査結果 

（１）吹き付け石綿等 

区分 施設名 

a-1 封じ込め等の措置がさ

れているもの 

①市谷事務所 

②駒場国際交流会館女子寮・スタデ

ィホール 

③大阪第一国際交流会館厚生棟 

a-2-1 飛散の

恐れがないも

の 

①東京日本語教育センター校舎 

②京都支部事務所 

③大阪第一国際交流会館 1 号館・2

号館 

ａ．吹き付けア

スベスト等が

特定された施

設 
a-2 封じ込

め等の措置

がされてな

いもの a-2-2 飛散の

恐れがあるも

の 

① 東京日本語教育センター 

地下ボイラー室 

② 大阪第一国際交流会館 1 号館 

地下ボイラー室 

奨学事業相談センター 

休憩室 

ｂ．吹き付けアスベスト等の特定の疑いがあ

る施設 

①祖師谷国際交流会館 

②田代宿舎 

計 ８施設１１棟 

 

 

（２）折板裏打ち石綿断熱材 

今回の調査では、使用箇所は無です。 



 

４．今後の対策 

ａ．吹き付けアスベスト等が特定された個所 

a-1 封じ込め等の措置がされているもの 

定期的に職員が目視により損傷、劣化状況を確認しています。 

 

a-2 封じ込め等の措置がされてないもの 

a-2-1 飛散の恐れがないもの 

常時目視にて、損傷、劣化を確認しています。予算措置され次第、関係法令に

基づき除去します。 

 

a-2-2 飛散の恐れがあるもの 

下記の該当する部屋については、入室を制限して、入室時には防塵マスクを着

用することとしました。予算措置され次第、関係法令に基づき除去する予定です。 

①東京日本語教育センター 地下ボイラー室 

②大阪第一国際交流会館  1 号館 地下ボイラー室 

 奨学事業相談センター 

                           休憩室 

                

ｂ．吹き付けアスベスト等の特定の疑いがある施設 

成分分析を行いアスベストの特定をします。 


